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　※

敬
称
略  

（
　
）は
所
属
分
団

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

退
職
感
謝
状

池
田
大
道
（
１
）　
瀬
下
幸
二
（
１
）

片
桐
　
修
（
５
）　
鈴
木
博
幸
（
７
）

下
條
　
元
（
ラ
ッ
パ
）

【
長
野
県
知
事
表
彰
】

退
職
感
謝
状

竹
前
正
彦
（
４
）　
東
海
貴
恵
（
７
）

宮
下
佑
耶
（
ラ
ッ
パ
）

【
坂
城
町
長
表
彰
】

退
職
感
謝
状

池
田
大
道
（
１
）　
瀬
下
幸
二
（
１
）

竹
前
正
彦
（
４
）　
片
桐
　
修
（
５
）

鈴
木
博
幸
（
７
）　
東
海
貴
恵
（
７
）

下
條
　
元
（
ラ
ッ
パ
）
　
宮
下
佑
耶
（
ラ
ッ
パ
）

退
任
者
表
彰

重
倉
直
也
（
１
）　
坂
田
和
也
（
１
）

三
井
佑
輔
（
２
）　
宮
下
和
希
（
３
）

三
井
　
淳
（
４
）　
中
沢
淳
也
（
５
）

宮
原
　
勉
（
６
）　
中
澤
　
光
（
６
）

小
宮
山
哲
也
（
６
）　
澤
﨑
　
太
（
７
）

丸
山
修
一
（
８
）　
黒
岩
千
尋
（
８
）

金
子
俊
一
（
９
）　
庄
田
純
一
（
10
）

山
岸
輝
基
（
11
）　
関
　
運
平
（
ラ
ッ
パ
）

優
秀
章
（
操
法
大
会
で
減
点
０
）

坂
田
和
也
（
１
）　
飯
島
健
一
（
２
）

塩
入
　
誠
（
２
）　
山
極
卓
弥
（
２
）

三
井
佑
輔
（
２
）　
田
中
秀
紀
（
２
）

風
間
拓
也
（
３
）　
丸
山
直
人
（
４
）

三
井
　
淳
（
４
）　
小
宮
山
健
一
（
６
）

安
宅
　
誠
（
７
）　
児
玉
晃
喜
（
９
）

松
崎
和
也
（
10
）　
宮
浦
成
也
（
10
）

北
澤
　
賢
（
10
）　
庄
田
純
一
（
10
）

岡
田
治
樹
（
11
）　
平
林
慎
吾
（
11
）

荒
木
隆
光
（
11
）　

【
長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

功
労
章

西
沢
英
基
（
６
）　
神
田
友
和
（
８
）

努
力
章

若
林
裕
也
（
１
）　
小
宮
山
翼
（
９
）

精
績
章

小
山
貴
司
（
２
）　
若
麻
績
弘
道
（
４
）

大
塚
　
惇
（
７
）

技
術
章

中
沢
裕
樹
（
５
）　
近
藤
秀
俊
（
11
）

精
勤
章

飯
島
健
一
（
２
）　
中
村
一
貴
（
３
）

滝
澤
克
彦
（
４
）　
中
沢
恵
太
（
５
）

林
　
卓
志
（
５
）　
尾
﨑
製
吾
（
６
）

島
田
　
由
（
６
）　
児
玉
晃
喜
（
９
）

大
橋
敬
之
（
10
）　
松
崎
和
也
（
10
）

小
林
大
晃
（
ラ
ッ
パ
）

【
埴
科
消
防
協
会
長
表
彰
】

功
労
章

山
城
　
明
（
４
）　
古
沢
　
剛
（
７
）

安
宅
　
誠
（
７
）　
澤
﨑
章
一
郎
（
９
）

師
田
洋
一
（
10
）　

勤
続
章
20
年

竹
内
慶
伸
（
10
）　
塚
田
公
人
（
10
）

久
保
光
正
（
11
）　

勤
続
章
15
年

田
中
健
二
（
２
）　
田
中
秀
紀
（
２
）

鈴
木
邦
彦
（
３
）　
橋
本
　
洋
（
３
）

西
沢
英
基
（
６
）　
小
宮
山
健
一
（
６
）

鎌
倉
　
賢
（
６
）　
豊
田
竜
二
（
８
）

丸
山
修
一
（
８
）　
塚
田
夏
樹
（
10
）

鈴
木
英
雄
（
11
）　
前
山
一
隆
（
ラ
ッ
パ
）

勤
続
章
10
年

山
極
卓
弥
（
２
）　
赤
石
大
二
郎
（
４
）

竹
内
春
樹
（
４
）　
小
林
優
樹
（
５
）

尾
﨑
製
吾
（
６
）　
中
澤
　
光
（
６
）

渡
邉
　
豊
（
７
）　
佐
藤
啓
介
（
９
）

塚
田
泰
斗
（
10
）　
岡
田
治
樹
（
11
）

平
林
慎
吾
（
11
）

　１月21日（日）、坂城町消防団出初式が挙行されました。川島団長以下、消防団員及び婦人消防隊員２７０名が、

逆木通りで街頭行進を行いました。また、文化センター体育館で行われた式典では、消防団活動に功績のあっ

た方々の表彰が行われました。表彰された方は下記のとおりです。

　
私
た
ち
と
一
緒
に
、
愛
す
る
街

を
、
家
族
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
生
活
安
全
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
２
４
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
４
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氏名
荒井　　明
谷田邉基夫
西沢　良一
宮下　幸伯
吉川　信哉
吉澤　正照
髙橋　和敏
水出　初雄
宮﨑　光明
山城　修二
山﨑　弘幸
小島　繁男
小林　晴茂

鼠
新　地
金　井
入横尾
町横尾

泉
中之条
四ツ屋
戌久保
御所沢
田　町
横　町
立　町
込　山

【敬称略】

◎会長　○副会長

◎

○

◯

連絡先
☎ 82－3609
☎ 82－7343
☎ 82－7523
☎ 82－2411
☎ 82－5417
☎ 82－7304
☎ 82－6326
☎ 82－4818
☎ 82－7300
☎ 82－2685
☎ 82－4194
☎ 82－4674
☎ 82－8051

組合
３
５
１
２
３
４
３
２

川東
五明上手
出浦東部

小網
７

旭ヶ丘
南日名
北日名
日名沢
新　町
大　宮
坂　端
苅屋原
網　掛
上五明
上　平
小　網
月　見

区名

◯

◯

区名 氏名
井澤　哲雄
上野　敬一
田中　光雄
赤池　千秋
西澤　敏雄
田中　　勇
滝澤　　顯
宮嶋徳一郎
井上　健吾
前澤　文和
竹堤　恵一
小見山洋一
谷川　　滋
宮尾　伸一

組合
鼠団地1
新地団地

19
15

18－2
３
19
３
３
２
２
１
２
５

連絡先
☎ 82－6116
☎ 82－4028
☎ 82－5865
☎ 82－4739
☎ 82－4748

☎ 82－1880
☎ 82－3639
☎ 82－6549
☎ 82－8583
☎ 82－3951
☎ 82－3038
☎ 82－2261
☎ 82－3437

　
新
た
に
、「
朝
日
が
照
ら
す
千
曲

川
と
バ
ラ
公
園
」
と
「
ね
ず
こ
ん
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
た

原
動
機
付
自
転
車（
50
ｃ
ｃ
バ
イ
ク

用
）の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
新
規
登
録
を
す
る
か
、
現
在
使

用
し
て
い
る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
交
付
開
始
日
時
】

　
４
月
２
日（
月
）
午
前
10
時
か
ら

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

　《
新
規
登
録
の
場
合
》

　
◯
所
有
者
・
使
用
者
の
印
鑑

　
◯
販
売
証
明
書
ま
た
は
廃
車
・

譲
渡
証
明
書

　《
標
識
交
換
の
場
合
》

　
◯
所
有
者
・
使
用
者
の
印
鑑

　
◯
現
在
使
用
中
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　
◯
標
識
交
付
証
明
書
等

　※

１
台
に
つ
き
１
回
の
み

【
注
意
事
項
】　

　
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
受
付
順

に
交
付
し
ま
す
。
交
付
開
始
時
点

で
複
数
人
い
る
場
合
は
、
く
じ
に

よ
り
受
付
順
を
決
定
し
ま
す
。
希

望
ナ
ン
バ
ー
の
指
定
や
事
前
予
約

等
は
で
き
ま
せ
ん
。
標
識
交
換
の

場
合
は
、
自
賠
責
保
険
の
変
更
手

続
き
等
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
税
務
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
３
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
６

▶
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

50cc以下
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登
録
済
み
の
犬
を
飼
育
さ
れ
て

い
る
方
に
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
交
付
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）
を

３
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

注
射
の
際
に
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　
病
気
や
老
衰
な
ど
に
よ
り
注
射

が
困
難
な
場
合
は
、
獣
医
師
の
猶

予
証
明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

室
内
で
飼
っ
て
い
る
犬
も
該
当
し

ま
す
の
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
下
表
の
日
程
で
受
け
ら

れ
な
い
方
は
、
動
物
病
院
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

○
飼
い
主
や
所
在
地
の
変
更
、
犬

の
死
亡
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、

住
民
環
境
課
へ
の
届
出
が
必
要

で
す
。

○
定
期
的
に
、
首
輪
な
ど
の
点
検
を

し
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
、
犬
が
放

れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
必
ず
住

民
環
境
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
登
録
し
た
際
に
交
付
さ
れ
る
鑑
札

と
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を

犬
に
着
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
連

絡
先
な
ど
を
記
入
し
た
名
札
な
ど

を
着
け
て
お
く
と
、
飼
い
主
が
す

ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。

○
犬
・
ね
こ
の
フ
ン
に
よ
る
苦
情
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
の

散
歩
の
際
は
、
ス
コ
ッ
プ
、
袋
な

ど
を
持
参
し
、
飼
い
主
が
責
任
を

も
っ
て
片
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

他
人
の
土
地
や
公
共
の
場
所
を
汚

さ
な
い
よ
う
に
し
、
自
宅
で
フ
ン

を
す
る
よ
う
に
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
２
５
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
４

　狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
に
は
、
飼
い
犬
の

登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
飼
い
主
は
、
20
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
登
録
し
、
予
防

注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

場　所
北日名公民館前
南日名公民館前
旭ケ丘公民館前
大宮公民館前
虹のホールさかき駐車場
田町十王堂
御所沢資源物収集所前
四ツ屋神明神社
苅屋原泉徳寺北側駐車場
隣保館前
ふるさと歴史館駐車場
上五明公民館前
月見区集会所前
小網公民館前
網掛公民館裏
ふれあいセンター（上平公民館）前
上平区民会館前
鼠公民館裏
新南条児童館駐車場（旧南条集会所）
金井麦大豆生産振興センター
町横尾公民館前
泉区公民館前
入横尾公民館前
文化の館駐車場
中之条公民館前
鼠公民館裏
新南条児童館駐車場（旧南条集会所）
泉区公民館前
中之条公民館前
四ツ屋神明神社
虹のホールさかき駐車場
ＪＡながの村上店駐車場
月見区集会所前

４月
　25日（水）

実施日
新規登録と集合注射日程表（変更の場合あり）

５月
　９日（水）

５月
　16日（水）

５月
　20日（日）

○新規登録の犬　6,500円
　　　登録手数料　　　3,000円
　　　注射料金　　　　2,950円
　　　注射済票交付手数料　　550円

○登録済みの犬　3,500円
（注射料金及び注射済票交付手数料）

内
訳
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◎問い合わせ先　教育文化課学校教育係　☎82－3111（内線 253）　直通 75－6209

小
中
学
校
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

教
育
委
員
会
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、
次の通り情報伝達訓練を行います。この訓練
は、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）を
用いた訓練で、全国で一斉にさまざまな手
段を用いて情報伝達訓練が行われます。

日時　３月14日（水）　午前 11 時ごろ
訓練内容
　①同報系防災行政無線（試験運用中）に
よる放送

　②すぐメール配信
　③ＵＣＶ放送画面へのＬ字放送
◎問い合わせ先
　住民環境課生活安全係
　☎82－3111（内線 124）
　直通 75－6204

ミサイ
ル発射

！！

　
１
月
11
日（
木
）、
坂
城
町
教
育
委
員
会
が
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
柱
と
し
た
坂
城
町
教
育
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
も
と
に
、
町
内
の
４
小
中
学
校
を
つ
な

ぐ
「
坂
城
町
学
校
職
員
会
」
を
組
織
し
た
こ
と
や

学
力
向
上
と
関
連
付
け
な
が
ら
、
小
中
連
携
し
て

『
オ
ー
ル
坂
城
』
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
た
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
坂
城
町
教
育
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
で
培
い
た
い
能
力
と
し
て
、「
か
か
わ
る
力
」

「
み
つ
め
る
力
」「
う
ご
く
力
」「
み
と
お
す
力
」
を

設
定
し
、
全
て
の
教
育
活
動
を
そ
の
４
つ
の
視
点

で
関
連
付
け
、
４
小
中
学
校
共
通
に
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
で
す
。

　坂城町では、特別な支援を必要とする児童生徒一人ひとりに対して、その子の教育的ニーズに応じた適
切な指導・支援を行い、生きる力を育むとともに個の可能性を最大限に伸ばし、将来、自立した社会参加
ができることをめざした教育を行っています。
　例えば、お子さんの就学についての悩みやご相談をお聞きする「教育支援委員会」には、医師・心理士・
教職員・福祉関係者など各分野の専門家が配置され、保護者の方のご意見もとり入れながら、お子さんの
最適な就学の方向性を考えていきます。この他にも、一人ひとりの子どもの成長発達や行動改善を促し、
豊かな成長を支援する「５歳児すくすく相談」や年長児を対象とした「すくすくランド」、「巡回相談」など、
お子さんが元気に登園・登校できるサポート体制が整備されています。
　子育てや就学で不安なことや悩みごとがありましたら、幼稚園・保育園・小中学校・子育て支援センター・
坂城町教育委員会にいつでもご相談ください。また、相談の秘密は厳守され、保護者の方のお考えを大事
にしながら相談を進めていきます。
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保健センター

☎82－3111（内線
511）

直通75－6230

家族や仲間の変化に気
づいて声をかける

本 人 の 気 持 ち を 尊 重 し 、
耳を傾ける

温 か く 寄 り 添 い な が ら
じっくりと見守る

早めに専門家に相談す
るように促す

こころの支援
～悩んでいる人への接し方～ り は あ さ る

り すく（リスク）の評価
　　相手の話を聴いたり、顔色や声の調子を確かめたりして、自殺のリスクを探っていきましょう。

は んだん（判断）・批評せずに聴く
　　相手の話を自分の価値観で判断したり批評したりせず、相手の話にじっくりと耳を傾けて聴きましょう。

あ んしん（安心）と情報の提供
　　適切な医療や生活支援を受ければ、今より楽になることなど、安心につながる情報を伝えましょう。

さ ぽーと（サポート）を得るように勧める
　　医療機関や関係機関でサポートが受けられることを伝え、相談するように勧めましょう。一緒に相談に

行くことも安心につながります。

せ  る ふへるぷ（セルフヘルプ）
　　その人が無理なくできるセルフヘルプの方法（アルコールをやめる・軽い運動・リラックス法など）を

一緒に考えてあげましょう。

　入院時の食事にかかる自己負担額（１食分の食事代）は、標準負担額として定められています。今回、
入院時と在宅療養との公平性を図るため、４月１日から標準負担額が、下表のとおり変更されます。
　なお、住民税非課税世帯の標準負担額については変更ありません。

区 分

住民税課税世帯

・住民税非課税世帯
・区分Ⅱ（70歳以上の住民税非課税世帯の人で、
下記区分Ⅰでない人）

区分Ⅰ（各世帯員の所得金額が、必要経費・控除（公的年金は控除額80万
円）を差し引いたとき０円になる世帯で、70歳以上の人）

◎問い合わせ先　福祉健康課保険係　☎82－3111（内線133）　直通75－6205

90日までの入院

90日を超える入院

360円

食 費

210円

160円

100円

460円

食 費

210円

160円

100円

旧 新

（メンタルヘルス・ファーストエイドによる支援より）

※ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気づき、
声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、
見守る人のことです。
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発行　坂城町女性団体連絡会
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発行　坂城町女性団体連絡会

編集　女団連だより編集委員会

　明るく・元気に・楽しく・輝いて活動をしてまいりました。その様子を「きらめき」を通し発信
をし、今回は33号となりました。女と男ふれあいさかきの講演を聞き、日々の暮らしを楽しみ、
季節を味わい、今のこのときを大切にしたいと感じています。

▲講演会（講師の横山タカ子さん）

女
と
男
ふ
れ
あ
い
さ
か
き
２
０
１
７

「
男
女
が
輝
け
る
や
さ
し
い
ま
ち
」

塚
田
　
美
知
子

町
政
懇
談
会
報
告

西
澤
　
豊
子

　
11
月
18
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
女

と
男
ふ
れ
あ
い
さ
か
き
２
０
１
７
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
育
児
も
食
育
も
、

基
礎
は
「
家
庭
」
と
い
う
こ
と
と
感
じ

ま
し
た
。
町
内
で
働
く
子
育
て
中
の
パ

パ
、
そ
ろ
そ
ろ
手
は
離
れ
、
心
の
つ
な

が
り
が
大
切
と
い
う
お
父
さ
ん
た
ち
の

体
験
談
。
信
州
の
生
活
か
ら
生
ま
れ
た

心
に
染
み
込
む
横
山
タ
カ
子
先
生
の
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
本
日
は
、
38
年
前
に
国
際
女
子
マ

ラ
ソ
ン
が
始
ま
っ
た
日
で
す
。」
と
の
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
町
と
し
て
の
子
育
て

に
対
し
て
の
取
組
み
の
実
情
や
、
男
女

の
尊
厳
、
共
存
に
対
し
て
の
支
援
や
催

し
が
大
切
と
の
祝
辞
で
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
日
精
樹
脂
工
業
㈱
で
働
く
竹
内
さ
ん

は
、
育
児
休
業
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
、

ど
う
生
活
を
組
み
立
て
、
子
ど
も
と
の

触
れ
合
い
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
っ
た

か
を
、
商
工
会
勤
務
の
中
村
さ
ん
は
、

他
県
か
ら
知
る
人
の
い
な
い
土
地
へ
嫁

い
だ
妻
へ
の
い
た
わ
り
や
、
父
と
し
て

夫
と
し
て
の
あ
り
方
の
経
験
談
を
、
役

場
勤
務
の
浮
貝
さ
ん
は
、
ご
自
身
が
他

県
か
ら
坂
城
の
住
人
に
な
り
、
ご
自
分

が
育
休
を
利
用
し
た
こ
と
が
、
仕
事
に

も
良
い
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
話

さ
れ
ま
し
た
。
３
人
の
共
通
の
育
児
理

念
は
、
育
児
は
手
伝
う
も
の
で
は
な
く
、

当
た
り
前
の
こ
と
、
夫
婦
と
も
に
同
じ

意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　
横
山
先
生
の
お
話
は
、
家
の
生
活
っ

て
楽
し
い
！
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
食
卓
で
は
、
一
汁
三
菜
プ
ラ
ス
漬

け
物
で
「
四
菜
」
に
。
そ
し
て
箸
置
き

を
使
い
ま
し
ょ
う
と
。
減
塩
が
大
切
と

は
い
え
、
発
酵
食
の
漬
け
物
は
良
い
そ

う
で
す
。
ま
た
、
ご
飯
は
太
古
の
昔
か

ら
食
べ
続
け
ら
れ
て
き
た
食
品
、
悪
い

わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
信
州
の
土
で
育
っ

た
も
の
を
大
切
に
し
、
添
加
物
の
入
ら

な
い
食
品
を
選
び
、
少
々
高
価
で
も
将

来
の
自
分
へ
の
投
資
と
し
、
外
で
は
美

味
し
い
も
の
を
、
家
で
は
「
あ
き
な
い

ご
は
ん
」
を
心
掛
け
、
夏
も
暖
か
い
も

の
を
と
の
こ
と
。
少
し
の
工
夫
で
、
食

卓
も
生
活
も
穏
や
か
に
豊
か
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
さ
り
げ
な
い
和
服
姿
の
先
生
は
、
イ

ク
メ
ン
た
ち
の
話
を
聞
か
れ
、
さ
っ
そ

う
と
車
で
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
１
月
24
日
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
「
坂
城
男
女
共
同
み
ん

な
の
会
」
と
「
坂
城
町
女
性
団
体
連
絡

会
」
の
共
催
に
よ
る
町
政
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
山
村
町
長
か
ら
『
坂
城
町

の
新
た
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
魅
力
あ
る
町
へ

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
町
の
新
し
い
取

組
』
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
続
い
て

意
見
交
換
・
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
　
若
い
人
の
会
員
が
集
ま
ら
な
い
こ

と
と
町
の
行
事
の
参
加
者
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

Ａ
　
企
業
で
働
く
人
達
と
蕎
麦
打
ち
体

験
な
ど
の
交
流
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な

ど
、
新
し
い
試
み
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
平
成
16
年
に
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
っ
た
が
、
セ
カ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
予
定
は
ど
う
か
。

Ａ
　
図
書
の
活
用
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

が
あ
る
の
で
手
法
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ
　
町
の
施
設
の
ト
イ
レ
が
旧
式
で
あ

る
。
暖
房
ト
イ
レ
に
し
て
欲
し
い
。

Ａ
　
来
年
度
の
予
算
で
検
討
し
た
い
。

Ｑ
　
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
の
移
動
時
、
道
路

の
段
差
が
あ
る
の
で
整
備
し
て
欲
し
い
。

Ａ
　
順
次
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ
　
雪
合
戦
が
で
き
る
よ
う
な
、転
が
っ

て
遊
べ
る
よ
う
な
子
供
も
大
人
も
安
心

し
て
集
え
る
よ
う
な
公
園
を
各
地
区
に

作
っ
て
欲
し
い
。

Ａ
　
地
域
で
公
園
に
な
る
よ
う
な
場
所

を
提
案
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
も
利
用
し
て
欲
し
い
が
、

子
育
て
の
お
母
さ
ん
が
知
り
合
え
る
場

所
と
い
う
意
味
も
含
め
考
え
て
い
き
た

い
。

Ｑ
　
森
林
に
つ
い
て
、
空
中
防
除
、
松

枯
れ
に
つ
い
て
。

Ａ
　
倒
木
の
対
策
を
し
な
い
と
い
け
な

い
と
考
え
て
い
る
。
松
食
い
虫
に
つ
い
て

は
、
松
の
木
の
根
っ
こ
か
ら
感
染
す
る

の
で
は
な
い
か
と
の
説
も
あ
り
、
実
験

的
な
研
究
が
さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
ろ

い
ろ
と
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
農
業
振
興
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

Ａ
　
助
成
制
度
（
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、

空
き
地
対
策
）、
後
継
者
サ
ポ
ー
ト
も

行
っ
て
い
る
。
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集
し
、
坂
城
で
美
味
し
い
り
ん
ご
や

ぶ
ど
う
が
で
き
る
こ
と
を
上
田
市
、
千

曲
市
に
も
宣
伝
し
て
い
き
た
い
。

　
ほ
か
に
も
、「
工
場
で
働
く
人
を
増

や
す
こ
と
も
大
事
だ
け
れ
ど
、
坂
城
で

産
み
育
て
定
着
し
て
、
後
継
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
、
人
口
を
増

や
す
こ
と
を
考
え
て
欲
し
い
。」
等
々
、

た
く
さ
ん
の
要
望
・
意
見
が
出
さ
れ
、

こ
れ
に
町
理
事
者
が
一
つ
ひ
と
つ
て
い
ね

い
に
回
答
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
町
政
懇
談
会
を
通
し
、
み
ん
な
で
意

見
を
出
し
合
い
、
安
心
安
全
な
住
み
よ

い
坂
城
町
に
つ
い
て
考
え
る
、
い
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

ひ
と

ひ
と

そ

ば
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　農業委員会では、１月29日から２月１日まで、遊休農地
解消と果実栽培の技術を高めることを目的に南九州を視察
しました。
　宮崎県日南市は、坂城町と似た中山間地という環境であり
ながら遊休農地解消に成果を上げています。温暖な気候か
らもともと農業が盛んな地域ではありましたが、農家の高齢
化、後継者・担い手不足により農地の荒廃が進んでいました。
そこで農業委員会が利用状況調査・利用意向調査の結果を
踏まえて農地の現状を把握し、２名の農地相談員を常駐さ
せて農地と担い手を結びつける取組みをしています。遊休
農地解消には、交付金を積極的に取り入れ、申請書の作成
等を指導しながら進めているということで、やはり農地を活
かし、農業を振興するには体制作りが重要な課題であると感
じました。
　鹿児島県のJA南さつまの果樹選果場では、きんかん「春
姫」が出荷の最盛期を迎えておりました。「春姫」はJA南さつ
まのブランドきんかんで、ハウスまたは温室内の樹上で完熟
させてから収穫するため甘味が強いのが特徴だそうです。糖
度16度以上、大きさはLサイズ以上、濃いオレンジ色などの
規定をクリアしたものがきんかん「春姫」として、１月下旬か
ら３月上旬頃まで出荷されます。ブランドに誇りを持ち、いい
ものを作ることにより価格が安定し、やる気のある農家が育
成され、結果として農地が維
持される、という話がとても印
象的でした。
　南九州の皆さんの、温かい
心にたっぷり触れることがで
きた視察でした。関係の皆さ
んに心から感謝申し上げます。

　以
下
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

が
加
入
で
き
ま
す
。

◯
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者（
保

険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
。）

◯
60
歳
未
満

◯
年
間
60
日
以
上
農
業
を
し
て
い
る

　
加
入
者
の
保
険
料
は
、
将
来
自
分

が
受
け
取
る
年
金
の
費
用
に
使
わ
れ

ま
す
。
保
険
料
を
払
っ
て
い
る
方
の

数
や
、
年
金
を
受
け
取
る
方
の
数
に

影
響
を
受
け
な
い
財
政
的
に
安
定
し

た
制
度
で
す
。

　　
保
険
料
は
２
万
円
か
ら
６
万
７
千

円
ま
で
の
間
で
、
千
円
単
位
で
決
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
認
定
農
業
者
な
ど
の
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
は
、
保
険
料
月
額
２
万

円
の
う
ち
４
千
円
か
ら
１
万
円
の
国

庫
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◯
支
払
っ
た
保
険
料
の
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
る
た
め
、
所
得
税
・
住
民

税
が
節
税
で
き
ま
す
。

◯
年
金
資
産
の
運
用
益
は
非
課
税
で

す
。

◯
保
険
料
の
運
用
に
係
る
手
数
料
の

負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◯
65
歳
の
裁
定
時
に
運
用
成
績
が
マ

イ
ナ
ス
の
場
合
は
補
て
ん
さ
れ
る

の
で
、
元
本
が
保
証
さ
れ
ま
す
。

　農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
が
広
く
加
入
で
き
る
年
金
で
す
。
豊
か
な
老

後
生
活
の
た
め
に
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
農
業
者
年
金
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
産
業
振
興
課
内
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
で
老
後
の
備
え
を
お
す
す
め
し
ま
す

農
業
者
年
金
に
加
入
で
き
る
方

少
子
高
齢
時
代
に
強
い

「
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
」

自
由
に
保
険
料
を
設
定
可
能

税
制
面
・
運
用
面
で
も
優
遇

　
　
町
及
び
町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
農
業
振
興
及
び
遊
休
農
地
対
策

の
一
環
と
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

【
坂
　
城
】
栗
田
農
園
、
岡
の
原
農
園

【
南
　
条
】
南
条
農
園

【
上
五
明
】
上
五
明
農
園

●
区
画
面
積
　
１
区
画
50
㎡

●
年
間
使
用
料
　
２
７
０
０
円

　
農
業
に
興
味
の
あ
る
方
、
自
分
で

野
菜
を
作
っ
て
み
た
い
方
は
、
産
業

振
興
課
内
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
空
い
て
い
る
時
間
を
活
用
し
て
、

ぶ
ど
う
や
り
ん
ご
な
ど
の
果
実
づ
く

り
の
お
手
伝
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
の
方
に
は
、
作
業
の
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

時
給
　
９
０
０
円

時
間
　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

期
間
　
お
お
む
ね
５
〜
11
月

作
業
　
果
樹
作
業

（
り
ん
ご
は
、
葉
摘
み
・
摘
果
・
花
摘
み
、

ぶ
ど
う
は
、
房
こ
き
・
摘
粒
な
ど
）

※

詳
し
く
は
、
産
業
振
興
課
産
業
振

興
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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近
年
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
が
増
大
し
て
お
り
、
農
業
に

支
障
を
及
ぼ
す
状
況
が
出
て
き
て
い

ま
す
。
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ

と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
イ
ノ
シ
シ
を
近
づ
け
な
い
た
め
に

　
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
イ
ノ
シ

シ
を
農
地
に
近
づ
け
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
以
下
の
こ
と
に
注
意
し
、

農
地
を
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

①
農
地
に
間
引
い
た
後
の
果
実
や
家

庭
の
生
ご
み
を
放
置
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

②
収
穫
し
な
い
果
実
を
残
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
使
用
し
な
い
農
地
は
、
定
期
的
な

草
刈
り
等
の
保
全
管
理
を
し
、
耕

作
放
棄
地
と
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
電
気
柵
の
設
置
に
よ
る
被
害
防
除

に
つ
い
て

　
電
気
柵
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、

使
用
上
の
注
意
を
必
ず
守
り
、
適
正

な
使
用
を
し
て
事
故
が
起
き
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
設
置
の
ポ
イ
ン

ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
支
柱
の
間
隔
は
３
ｍ
程
度
と
し
、

最
下
段
の
線
を
地
上
か
ら
20
ｃ
ｍ
、

そ
の
上
に
20
ｃ
ｍ
の
間
隔
で
張
り

ま
す
。
地
形
の
段
差
が
あ
る
場
合

は
、
支
柱
を
増
や
し
、
地
面
と
の

隙
間
を
一
定
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
電
気
柵
の
周
り
は
、
小
ま
め
に
草

刈
り
を
し
、
漏
電
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
本
体
の
ア
ー
ス
が
地

面
に
し
っ
か
り
刺
さ
っ
て
い
る
か
、

電
線
が
た
る
ん
で
な
い
か
を
時
々

点
検
し
ま
し
ょ
う
。

●
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
設
置
に
よ
る

被
害
防
除
に
つ
い
て

　
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
は
強
度
に
優
れ

た
柵
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
設
置

の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
綱
線
が
細
か
い
と
折
り
曲
げ
ら
れ
、

マ
ス
目
が
大
き
い
と
子
ど
も
の
イ

ノ
シ
シ
に
侵
入
さ
れ
ま
す
。
10
ｃ

ｍ
マ
ス
目
以
下
で
、
線
の
太
さ
は

６
ｍ
ｍ
以
上
の
強
度
が
あ
る
も
の

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
高

さ
は
、
イ
ノ
シ
シ
が

飛
び
越
え
ら
れ
な
い

１
・
２
ｍ
以
上
の

も
の
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

②
押
し
倒
さ
れ
た
り
鼻

で
持
ち
上
げ
ら
れ
た

り
し
な
い
よ
う
に
、

適
当
な
間
隔
（
約

２
ｍ
）
で
支
柱
を

立
て
ま
す
。

③
上
部
30
ｃ
ｍ
の
部

分
を
外
側
に
約
20

度
折
曲
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
イ
ノ
シ
シ

の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
補
助
制
度
の
ご
利
用
を

　
町
で
は
、
有
害
獣
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
予
防
対
策
と
し
て
、
電
気
柵
、

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
等
の
被
害
予
防
施

設
を
設
置
す
る
方
に
資
材
購
入
費
の

３
分
の
１
を
上
限
に
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
住
民

が
一
体
と
な
っ
て
設
置
す
る
大
規
模

な
有
害
獣
侵
入
防
止
柵
設
置
補
助
事

業
が
あ
り
ま
す
。
坂
城
町
で
は
、
上

平
区
や
小
網
区
で
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
有
害
獣
対
策
に
つ
い
て
は
産
業
振

興
課
農
林
整
備
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
標
準
小
作
料
制
度
廃
止
に
伴
う
農

地
の
実
勢
借
地
料
に
つ
い
て
、
農
地

法
第
52
条
に
よ
る
賃
借
料
情
報
を
提

供
し
ま
す
。
こ
の
情
報
は
一
つ
の
目
安

で
す
の
で
、
貸
し
手
、
借
り
手
双
方

で
話
し
合
い
、
納
得
の
う
え
借
地
料

を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

（
注
）

平
均
値
は
あ
く
ま
で
賃
貸
借（
現
金
）

に
よ
る
契
約
の
平
均
で
あ
り
、
使
用

貸
借（
無
料
の
貸
借
契
約
）に
つ
い
て

は
集
計
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
　

　　
農
業
委
員
に
な
っ
て
か
ら
３
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
委
員

と
し
て
の
活
動
を
通
じ
て
、
多
く
の

こ
と
を
学
び
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
最
た
る
こ
と
は
、
農
地
を
守
る
た

め
に
は
、
農
道
や
水
路
の
保
全
、
担

い
手
の
確
保
育
成
な
ど
も
含
め
、
多

面
的
な
活
動
が
必
要
で
あ
る
こ
と
で

す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
毎
年
、
地
域
・

地
権
者
・
担
い
手
な
ど
を
巻
き
込
ん

だ
、
農
地
の
有
効
利
用
に
向
け
た

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
話
し
合
い
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
も
大
切
な
活
動
で
、
ね

ず
み
大
根
ま
つ
り
の
よ
う
な
広
報
活

動
も
重
要
で
す
。

　
農
業
者
の
高
齢
化
や
耕
作
放
棄
地

の
増
加
な
ど
直
面
す
る
課
題
は
待
っ

た
な
し
の
状
況
で
す
。
し
か
し
、
坂

城
町
の
特
性
を
活
か
し
た
対
応
策
は

必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。

　
そ
ん
な
中
、
農
業
委
員
会
の
役
目

は
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
坂
城
町
の
農
業
発
展
の

た
め
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

平均値

最高値

最低値

12,339円

10,397円

18,259円

20,000円

8,000円

4,212円

実勢借地料
（10アール当たり）

田

畑

田

畑

田

畑

10,750円

20,000円

4,212円

２m

１～
1．2m

ワイヤーメッシュ

支柱 10cm×10cm

杭などで
固定

ワイヤーメッシュ柵の設置例
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納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納
め
て

く
だ
さ
い（
介
護
保
険
料
は
、
コ
ン

ビ
ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
）。
口

座
振
替
は
、
４
月
２
日（
月
）に
指
定

口
座
か
ら
振
替
を
し
ま
す
の
で
、
振

替
日
前
日
ま
で
に
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
３
月
22
日（
木
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
６

　
町
で
は
、
大
学
・
高
校
に
在
学
ま

た
は
、
職
業
訓
練
機
関
に
入
所
し
て

い
る
方
で
、
次
の
要
件
を
備
え
て
い

る
場
合
は
、
奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。

出
願
書
類
は
学
校
教
育
係
に
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
給
要
件

(1)
受
給
者
ま
た
は
親
権
者
が
坂
城

町
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住

し
て
い
る
こ
と

(2)
能
力
が
あ
り
、
品
行
方
正
で
あ

る
こ
と

(3)
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
修
学
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

(4)
日
本
学
生
支
援
機
構
ほ
か
、
こ
れ

に
類
す
る
団
体
か
ら
別
に
学
資
の

給
与
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

給
与
額
　
月
額
５
０
０
０
円

　
　
　
　（
年
２
回
に
分
け
て
支
給
）

出
願
期
限
　
４
月
16
日（
月
）ま
で

◎
出
願
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
学
校
教
育
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
５
３
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
９

平
成
29
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
火
の
用
心

　こ
と
ば
を
形
に

　習
慣
に
」

住
宅
防
火 

命
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

【
４
つ
の
対
策
】

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は

防
炎
品
を
使
用
す
る

・
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

・
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
を
】

①
定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う

②
本
体
の
消
耗
・
劣
化
を
考
慮
し
、

10
年
を
目
安
に
本
体
を
交
換
し

ま
し
ょ
う

③
点
検
・
交
換
の
際
は
、
け
が
な

ど
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
０
２
６―

２
７
６―

５
８
７
５

　
町
で
は
、
町
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
所
得
の
基
準
な

ど
、
入
居
に
は
一
定
の
要
件
を
備
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

旭
ヶ
丘
ハ
イ
ツ

・
３
Ｄ
Ｋ
　
　
５
万
円
／
月

中
之
条
団
地

・
１
Ｄ
Ｋ
　
　
３
万
円
／
月

・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
４
万
５
千
円
／
月

・
３
Ｄ
Ｋ
　
　
５
万
円
／
月

・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
６
万
円
／
月

※

他
に
も
物
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
　

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
管
理
係

    

☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
７
５
）

　
直
通
７
５―
６
２
０
８

　
原
木
き
の
こ
生
産
団
体
「
お
〜
い

原
木
会
」
と
、
さ
か
き
地
場
産
直
売

所
「
あ
い
さ
い
」
で
は
、
町
内
外
問

わ
ず
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

る
、
し
い
た
け
の
駒
打
ち
体
験
を
実

施
し
ま
す
。
き
の
こ
汁
の
サ
ー
ビ
ス

も
あ
り
、
駒
打
ち
し
た
原
木
を
そ
の

場
で
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

日
時
　
３
月
24
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
さ
か
き
地
場
産
直
売
所
「
あ
い
さ
い
」

内
容
　
原
木
５
本
分
の
し
い
た
け
駒
打
ち

参
加
費
　
１
人  

３
０
０
０
円

※

ま
た
、
駒
打
ち
し
た
原
木
を
当

会
で
預
か
り
、
培
養
管
理
し
た

上
で
７
月
頃
に
お
渡
し
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。（
管
理
費
用
１
人

10
本
ま
で
５
０
０
円
）

募
集
人
数
　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限
　
３
月
12
日（
月
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

・
お
〜
い
原
木
会 

辻
出
会
長

　
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
２―

５
０
７
１

・
産
業
振
興
課
農
林
整
備
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
５
５
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
７

　
長
野
南
年
金
事
務
所
で
は
、
各

種
年
金
の
請
求
や
ご
相
談
を
事
前

予
約
制
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

希
望
日
の
１
か
月
前
か
ら
電
話
や

窓
口
で
事
前
予
約
が
で
き
ま
す
。

《
予
約
相
談
実
施
時
間
帯
》

【
月
】
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

【
火
〜
金
】

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

【
第
２
土
曜
日
】

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
南
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
☎
０
２
６―

２
２
７―

１
２
８
４

国
民
健
康
保
険
税（
第
９
期
）

介
護
保
険
料（
第
９
期
）

納
期
限
は
４
月
２
日（
月
）

げ
ん
き

◎問い合わせ先　住民環境課環境保全係
　☎82－3111（内線125）　直通75－6204

回収場所
坂城町役場　北側駐車場
坂城中学校　南側駐車場
日精樹脂工業（株）様　駐車場
びんぐしの里公園　駐車場
坂城町役場　北側駐車場
坂城中学校　南側駐車場
日精樹脂工業（株）様　駐車場
びんぐしの里公園　駐車場
坂城町役場　北側駐車場
坂城中学校　南側駐車場
日精樹脂工業（株）様　駐車場
びんぐしの里公園　駐車場

回収時間　午前８時30分～10時
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町
で
は
、
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎

の
発
症
や
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
通
知
を

送
付
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
予
防
接

種
を
受
け
て
い
な
い
方
は
早
め
に
受

け
ま
し
ょ
う
。

接
種
料
金
　
２
０
０
０
円

接
種
期
間
　
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

※

対
象
者
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
１
）

　
直
通
７
５―

６
２
３
０

　
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の

自
動
車
の
所
有
者
に
課
税
し
ま
す
。

下
取
り
や
譲
渡
等
を
し
て
自
動
車

が
お
手
元
に
な
い
場
合
で
も
、
３

月
31
日
ま
で
に
名
義
変
更
登
録
手

続
き
が
完
了
し
な
い
と
課
税
さ
れ

ま
す
。
自
動
車
販
売
店
や
、
運
輸

支
局
、
軽
自
動
車
検
査
協
会
等
で

手
続
き
で
き
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
登
録
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
長
野
県
総
務
部
税
務
課
自
動
車
税
係

　
☎
０
２
６―

２
３
５―

７
０
５
１

・
総
務
課
税
務
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
３
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
６

　　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
献
血
採
血
車
が

来
ま
す
。
今
回
は
、
血
液
の
す
べ
て

を
献
血
す
る
全
血
献
血
で
す
。
大

勢
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時
　
３
月
23
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

※

65
〜
69
歳
の
方
は
、
60
〜
64
歳
の

間
に
献
血
経
験
の
あ
る
方
に
限
り

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―
３
１
１
１（
内
線
５
１
１
）

　
直
通
７
５―
６
２
３
０

　
ハ
ロ
ー
ア
ル
ソ
ン
で
は
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
ス
ラ
ム
に
住
む
方
た
ち
に
、

物
資
の
支
援
と
無
料
の
歯
科
医
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
活
動
報
告

と
、
活
動
に
参
加
し
た
高
校
生
の
生

の
声
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
25
日（
日
）午
後
１
時
〜

場
所
　
坂
城
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

内
容
　
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
報
告
会

賛
助
金
　
１
０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
ハ
ロ
ー
ア
ル
ソ
ン

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
医
療
を
支
え
る
会

　
☎
０
２
６
７―

３
２―

３
６
１
３

・
坂
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
☎
８
２―

８
７
０
２

《
幹
部
候
補
生
》

資
格
　
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

受
付
　
３
月
１
日（
木
）〜
５
月
１
日（
火
）

試
験
日

【
１
次
】５
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）

【
２
次
】６
月
12
日（
火
）〜
15
日（
金
）

《
一
般
曹
候
補
生
》

資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

受
付
　
３
月
１
日（
木
）〜
５
月
１
日（
火
）

試
験
日

【
１
次
】
５
月
26
日（
土
）

【
２
次
】６
月
27
日（
水
）〜
７
月
２
日（
月
）

の
い
ず
れ
か
１
日

※

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

    

☎
０
２
６―

２
３
５―

６
０
２
６

　
し
な
の
鉄
道
で
は
３
月
17
日
に
ダ

イ
ヤ
改
正
を
行
い
ま
す
。Ｊ
Ｒ
線
の

時
刻
変
更
に
伴
う
列
車
時
刻
を
見
直

す
と
と
も
に
、
北
し
な
の
線
か
ら
し

な
の
鉄
道
線
間
の
車
両
直
通
列
車
を

増
設
す
る
ほ
か
、
し
な
の
鉄
道
線 

軽
井
沢
・
小
諸
間
で
の
列
車
増
発
運

行
を
継
続
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
し
な
の
鉄
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
し
な
の
鉄
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
６
８―

２
１―

３
４
７
０

日
時
　
４
月
11
日（
水
）午
後
７
時
〜
８
時

会
場
　
坂
城
町
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
　
坂
城
町
と
上
田
市
（
サ
ン
ト

ミ
ュ
ー
ゼ
）
の
共
催
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
国
際
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
歴
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共

演
な
ど
、
実
力
派
の
２
人
に
よ
る

息
の
合
っ
た
演
奏
を
身
近
な
会
場

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

料
金
　
全
席
自
由
５
０
０
円

　
　
　（
中
学
生
以
下
無
料
）

　
　
　※

当
日
券
の
み
。
会
場
で
お

求
め
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
上
田
市
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ

　
☎
０
２
６
８―

２
７―

２
０
０
０

　　
運
動
不
足
に
な
る
と
筋
肉
が
硬
く

な
り
、
い
き
な
り
運
動
を
始
め
る
と

怪
我
を
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ス

ト
レ
ッ
チ
で
血
流
を
良
く
し
、
筋
肉

を
ほ
ぐ
す
こ
と
で
、
運
動
の
効
果
が

十
分
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

　
身
体
の
健
康
維
持
の
第
一
歩
と
し

て
、
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
　
４
月
〜
６
月
　
月
２
回（
計
６
回
）

時
間
　
午
後
７
時
〜
８
時

内
容
　
体
組
成
測
定
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、

有
酸
素
運
動
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師
　
宇
治
春
菜
先
生

　
　
　（
健
康
運
動
指
導
士
）

受
講
料
　
１
５
０
０ 

円

申
込
締
切
　
３
月
30
日（
金
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
１
）

　
直
通
７
５―

６
２
３
０

日
時
　
３
月
20
日（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

会
場
　
坂
城
町
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
　
工
学
部
教
員

内
容
　
お
も
し
ろ
理
科
実
験

対
象
　
小
学
生（
保
護
者
も
可
）

受
講
料
　
１
０
０
円

定
員
　
30
名

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
生
涯
学
習
係

　
☎
８
２―

２
０
６
９

上
田
地
域
定
住
自
立
圏
連
携
事
業
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今
年
度
、
南
条
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ラ
ス
は
６
年
生
９
名
、
５
年
生

17
名
、
４
年
生
８
名
の
計
34
名
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
、
一
昨
年
度
の
『
全
日
本
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
で
は
、
惜
し
く
も
銀
賞
で
し
た
。
と
て
も
悔
し
く
て
、

先
輩
た
ち
の
「
来
年
こ
そ
金
賞
と
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
気
持

ち
に
応
え
る
た
め
に
、
部
員
全
員
が
１
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て

今
ま
で
以
上
に
真
剣
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の

努
力
の
結
果
が
実
り
、
名
古
屋
市
の
日
本
ガ
イ
シ
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
『
東
海
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

で
は
金
賞
受
賞
、
そ
し
て
代
表
校
３
校
に
選
ば
れ
、

全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
11
月
18
日
、
私
た
ち
の
目
標
だ
っ
た
『
全
日
本

小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
大
阪
城
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
天
気
は
雨
で
し
た
。
音
出

し
の
と
き
も
雨
が
降
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
大
勢
の
保

護
者
の
方
が
柱
と
な
っ
て
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
屋
根
を

つ
く
り
、
み
ん
な
を
雨
か
ら
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
緊
張
で
臨
ん
だ
本
番
、
出
演
順
は
３
番
で
し
た
。
演
奏
が
始

ま
り
、
み
ん
な
の
音
を
聴
い
た
瞬
間
、
私
は
安
心
し
て
ず
っ
と

笑
顔
で
ド
ラ
ム
を
た
た
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
み
ん
な
の
心

が
一
つ
に
な
っ
て
、
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ラ
ス
が
い
つ
も
目
指
し
て
き
た
感

謝
と
ハ
ッ
ピ
ー
が
届
く
よ
う
な
最
高
の
演
奏
が
で
き
た
」
と
思

い
ま
し
た
。
演
奏
後
に
は
や
り
き
っ
た
と
い
う
気
持
ち
と
、
緊

張
が
解
け
て
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
で
、
み
ん
な
泣
い
て
い
ま
し
た
。

　
結
果
発
表
。「
出
演
順
３
番
、
東
海
代
表
坂
城
町
立
南
条
小

学
校…

Ｇ
ｏ
ｌ
ｄ
金
賞
！
」
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞
い
た
瞬

間
、
本
当
に
金
賞
受
賞
で
き
た
の
か
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

賞
状
を
い
た
だ
い
た
と
き
の
喜
び
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
悲
願

だ
っ
た
目
標
を
み
ん
な
で
達
成
で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
今
年
度
は
11
月
３
日
に
東
京
都
文
京
区
シ

ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
『
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン

テ
ス
ト
全
国
大
会
』、12
月
28
日
『
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
シ
ア
タ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
』
で
の
演
奏
な
ど
、

貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
に
は
山
村
町
長
も
応
援
に
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
り
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
１
月
28
日
、
今
年
度
の
メ
ン
バ
ー
で
演
奏
す
る

最
後
の
ス
テ
ー
ジ
『
さ
よ
な
ら
コ
ン
サ
ー
ト
』
に
は
、

た
く
さ
ん
の
地
域
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
会
場

が
満
員
と
な
り
ま
し
た
。
引
退
の
さ
み
し
い
気
持
ち

も
あ
っ
た
け
ど
、
感
謝
の
気
持
ち
が
届
く
よ
う
一
曲
一
曲
心
を

込
め
て
演
奏
し
ま
し
た
。

　
休
み
時
間
も
放
課
後
も
休
日
も
、
金
管
が
大
好
き
で
夢
中
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
３
年
間
は
私
の
宝
物
で
す
。
先
生
方
、

保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て

の
方
に
感
謝
し
た
い
で
す
。

食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
８
２―

２
５
５
９

坂城町交番
☎82－2008

「Road to OSAKA 心を一つに！～Gold 金賞をめざして～」
南条ハッピーブラス部長　吉澤和香奈

　食
事
の
マ
ナ
ー
は
、
自
分
自
身
が
ス
ム
ー
ズ
に
気
持
ち
よ

く
食
事
を
進
め
、
周
り
の
人
を
嫌
な
気
持
ち
に
さ
せ
な
い
た

め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
箸
と
お
椀
を
使
う
日
本
の
食
事
で

は
、
特
に
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
、
毎
日
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　他人に推測されやすいパスワード
や複数のサービスで同じパスワード
を使用していると、不正アクセスな
どにより大切な情報が盗まれたり、
流出してしまうかもしれません。
　パスワードを設定する際は、数字
だけでなくアルファベットや記号を
組み込むと安全性が高まります。

　「ランサムウェア」は、コン
ピュータ内のデータなどを人質にと
り、データの復旧名目で、金銭（身
代金）を要求するソフトウェアで
す。金銭を支払ってもデータが復旧
する保証はありません。
　ランサムウェアに感染しないよ
う、ウィルス対策ソフトなどを最新
の状態にし、メールなどに記載され
たＵＲＬや添付ファイルを不用意に
開かず、定期的にバックアップを
とっておきましょう。
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水分補給のお茶、おむつ、おしりふき、お手ふき、
ティッシュ、着替え、ごみ袋、お弁当（希望者）

◇平　日　　　　　午前９時～正午・午後２時～４時30分
◇第２・第４土曜日　午前９時～正午
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３月
４日（日）

11 日（日）

18 日（日）

21 日（水）

25 日（日）

二階堂医院
千曲中央病院
竹内歯科医院

森本眼科クリニック
鴇沢内科クリニック
あんずの里クリニック
松尾歯科医院

とも泌尿器科クリニック
中沢内科医院
安川整形外科クリニック
大村歯科医院

さかき生協診療所
千曲中央病院
松尾歯科医院

村上堂大井クリニック
島田クリニック
かつの耳鼻咽喉科
滝沢歯科医院

【千曲市磯部】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市屋代】

【千曲市内川】
【千曲市屋代】
【 千 曲 市 森 】
【 御 所 沢 】

【千曲市磯部】
【千曲市稲荷山】
【千曲市屋代】
【千曲市戸倉】

【 中 之 条 】
【千曲市杭瀬下】
【 御 所 沢 】

【 網 掛 】
【千曲市小島】
【千曲市粟佐】
【千曲市磯部】

☎(026)275-5582
☎(026)273-1212
☎(026)273-4500

☎(026)285-0020
☎(026)272-3713
☎(026)272-1005
☎ 8 2 - 6 9 8 8

☎(026)261-5815
☎(026)272-1013
☎(026)273-6611
☎(026)275-0066

☎ 8 2 - 0 1 0 1
☎(026)273-1212
☎ 8 2 - 6 9 8 8

☎ 8 1 - 3 1 3 1
☎(026)273-8788
☎(026)274-3387
☎(026)276-4636

①粗大ごみ、家電６品目（有料）
②資源物のサンデーリサイクル
　（びん・缶・ペットボトル・プラ
スチック容器包装・紙類等）
③小型家電の無料回収

４日（日）、18 日（日） 午前８時 30 分～ 10 時
びんぐしの里公園　駐車場

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午

※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
場合は、電話・新聞などでご確認ください。

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）直通 75-6230

健　診

４か月児健康診査

７か月児健康相談

10か月児健康相談

２才児健康相談

３才児健康診査

対　象　児

平成29年11月生

平成29年８月生

平成29年５月生

平成27年11月生～12月生

平成26年９月生～10月生

受　付　日　時

15日（木）午後１時

　

６日（火）午前９時

16日（金）午後１時

■平成29年１月分　192.58ｔ
■平成30年１月分　191.66ｔ

家庭から収集所へ出される量と
直接葛尾組合に出される量の合計

心配ごと
法律相談

９日（金）午前９時～11時30分
20日（火）午前９時30分～11時
役場第４・５会議室（３階）

９日は司法書士、20日は弁護士による法律相談で
す。相談をご希望の場合は、原則前日までに社会福
祉協議会【☎82-2551】へ予約してください。（た
だし、当日受付が可能な場合あり）

15日（木） 午前９時～正午
役場第５会議室（３階）行政相談

年金相談 14日（水） 午前９時～午後４時
役場第３会議室（３階）

相談をご希望の場合は、３月６日（火）までに住民環
境課住民係【☎82-3111（内線122）直通75-6204】
へお申込みください。

 14日（水） 役場第５会議室（３階）
28日（水） 文化センター相談室
午後１時30分～４時

障がい者（児）
相 談

３日（土）
午前９時～正午
文化センター相談室

社 協
結婚相談

13日（火）午前９時
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朝：午前７時　昼：午後０時30分　夜：午後８時
午後５時

◎問い合わせ先　有線本部
　☎82－3111（内線 222）直通 75－6211

４日（日）

６日（火）

７日（水）

11日（日）

13日（火）

15日（木）

18日（日）

21日（水）

25日（日）

楽しい民話

明日の農業

税務署だより

楽しい民話

信号は赤です

川　柳

楽しい民話

こちら119番

楽しい民話

ひょうたんから出た金七孫七
鼠　玉井かつ子さん

野菜の管理
JA ながの 野沢営農指導員

国税専門官募集
上田税務署

かもとりごんべえ
旭ヶ丘　中村秀子さん

交通事故防止
坂城町交番

ＪＡビビット文壇
選者　小宮山正雄さん

いぼ水さま
込山　岡田由貴子さん

野火火災の防止
消防署

ふたりのずくなし
金井　青木典子さん

町立図書館  ☎82－3371　開館時間：午前 10 時～午後６時

が休館

日にち 番組名 内容／出演

平成30年２月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,152世帯（＋10）
人　口： 15,192人    （＋10）
　男　：  7,493人　（＋  9）
　女　：  7,699人　（＋  1）

件　数：　　  6件
累　計：　　  6件　（－  2）
死　者：　　  0人
累　計：　　  0人　（±  0）
負傷者：　　10人
累　計：　　10人　（±  0）

平成30年１月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比

金
２
９
16
23
30

水

７
14
21
28

木
1
８
15
22
29

日
　
４
11
18
25

月
　
５
12
19
26

火
　
６
13
20
27

☆おはなし会　午前 11 時～
　10 日（土）２階・集会室　24 日（土）１階・児童図書コーナー
☆点字・点訳講座　午後２時～　２階・集会室
　６日（火）、20 日（火）　講師：山口静枝さん
☆本のソムリエ　（図書館長がおすすめの本を紹介します）
　14 日（水）　午前 10 時 30 分～正午
　テーマ：大切な人をなくした時に読む本、最近のＳＦ、おすすめの作家

１月には、一般書178冊、児童書75冊が入りました。
町ホームページで新着図書のリストが見られます。

大きな大きな絵本　きょうりゅう
のおおきさ

（監修：冨田幸光、イラスト：岡本三紀夫
／写真撮影：榎本　功／チャイルド本社）
　恐竜のイラストと人間の写真を比べて、
恐竜がどのくらい大きかったかわかる絵本
です。普通の絵本の３倍の大きさで、恐竜
がせまってきます。図書館では、50冊の大
きな絵本をそろえ、幼稚園、保育園、小学
校や地区の行事に貸し出しています。ぜひ
ご利用ください。

☆おすすめの本

３月 21 日（水）春分の日は開館します。
３月 31日（土）は年度末システム更新のため
エコール内の全図書館が休館です。

土
３
10
17
24
31

日時　３月 10 日（土）午前 10 時～午後４時 30 分
　　　３月 11 日（日）午前９時 30 分～午後４時
会場　文化センター体育館
展示内容　絵画・書道・華道・写真・木彫・盆栽・小中学生の書

初め作品、坂城高校美術クラブ作品、丸子文化協会作品 ほか
◎問い合わせ先　坂城町文化協会 塩野入満蔵さん ☎39－2170

町の児童館では支援員を募集しています。
勤務内容　町内３児童館の支援員（午後から

夕方までの勤務で４月から３か月間）
募集期間　３月１日（木）～ 13 日（火）
※詳しくは下記までお問い合わせください。
◎申込・お問い合わせ先
　坂城町教育委員会　学校教育係
　☎82－3111（内線 253）直通 75－6209
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2018 年
3月
号

No.492

　
１
月
28
日（
日
）、
南
条
小
学
校

音
楽
堂
で
、
南
条
小
学
校
金
管
バ

ン
ド
部
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ラ
ス
に
よ
る

『
さ
よ
な
ら
コ
ン
サ
ー
ト
』
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
第
36
回
全
日
本
小
学

校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
金
賞

を
受
賞
し
た
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ラ
ス
に

と
っ
て
今
年
度
最
後
の
演
奏
と
な
り

ま
し
た
。

　
音
楽
堂
は
、
保
護
者
の
方
や
ハ
ッ

ピ
ー
ブ
ラ
ス
の
演
奏
を
聴
こ
う
と

集
ま
っ
た
方
々
で
満
員
と
な
り
、

ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ラ
ス
の
児
童
た
ち
は
最

初
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、

い
ざ
コ
ン
サ
ー
ト
が
始
ま
る
と
笑

顔
が
あ
ふ
れ
、
演
奏
に
集
中
し
て

い
ま
し
た
。

　
顧
問
の
石
坂
先
生
の
指
揮
に
合

わ
せ
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
演
奏
や
ソ

ロ
パ
ー
ト
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会

場
か
ら
は
曲
が
終
わ
る
度
に
拍
手

が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。
ま
た
、
楽

器
ご
と
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
は
、

「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」
の
テ
ー
マ
や

デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
な
ど
聞
き
馴

染
み
の
あ
る
曲
が
演
奏
さ
れ
、
楽

器
一
つ
ひ
と
つ
の
演
奏
技
術
の
高
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

日
頃
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い

る
早
川
潔
先
生
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
年
生
は
こ
れ
で
卒
業
と
な
り

ま
す
が
、
新
し
く
入
部
し
た
児
童

や
経
験
豊
富
な
４
・
５
年
生
が
多

く
お
り
、
来
年
度
も
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ラ

ス
の
素
晴
ら
し
い
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
！

南条小学校金管バンド部ハッピーブラス

感動のさよならコンサート

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
参
加
型
学
習
会
）を
開
催

長
野
大
学
と
坂
城
町
の
連
携
に
よ
る

　
坂
城
町
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
の

策
定
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、

昨
年
12
月
20
日（
水
）に
文
化
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
町
が
直
面

し
て
い
る
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

公
共
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
や
こ
れ
か

ら
の
公
共
施
設
に
求
め
ら
れ
る
点
な
ど

に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
公
共

施
設
を
利
用
さ
れ
る
各
種
団
体
等
の
代

表
者
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
学
生
主
体
の
運
営
に
よ
り
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
様
々
な
ご
意
見
・
ご

提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
北
国
街
道
の
景
観
整
備
に
向
け
た
実

態
調
査
の
一
つ
と
し
て
、
北
国
街
道
の
に

ぎ
わ
い
創
出
を
目
的
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
１
月
28
日（
日
）に
中
心
市
街

地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー（
鉄
の
展

示
館
ホ
ー
ル
）で
開
催
し
ま
し
た
。
公
募

で
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
住
民
の
み
な

さ
ん
と
長
野
大
学
の
学
生
が
一
体
と
な
っ

て
、
町
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
る
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
２
月
22
日（
木
）に
は
、
２
つ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
・
運
営
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
長
野
大
学
の
学
生

に
よ
る
町
へ
の
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
各
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

提
案
さ
れ
た
意
見
や
、
携
わ
っ
た
感
想

な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、町
と
長
野
大
学 

松
下
ゼ
ミ
の
学
生
が
連
携
し
て
２
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

み
ん
な
の
ま
ち
の
施
設
を
考
え
よ
う

古
民
家
が
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
な
っ
た
ら

登録をご希望の方は、ＱＲコードからアクセスするか次のメール
アドレスへ空メールを送信してください。　t-sakaki@sg-m.jp
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